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 初任の頃の出来事です。算数の時間でした。「２×６＝」という
問題に、ある子が「８です」と答えました。その瞬間、教室に
「えー！」「ちがいまーす！」という言葉が飛び交いました。「１２
なのに！」「そんな簡単な問題もできないの？」というささやきも
ありました。「８です」と答えた子は下を向いたまま、顔を上げま
せんでした。私は「そんなことを言ってはいけません」と言うの
が精一杯でした。   子どもたちは、間違いや失敗をしながら成長していくものです
が、教室の中で実践するのは難しいことです。子どもは、間違い
や失敗を怖がります。教室の雰囲気がそうさせているのかもし
れません。「えー！？」「ちがいまーす！」という言葉を聞くと、「間
違えたら笑われる」「間違えたら恥ずかしい」という気持ちにな
り、「もう二度と、発表しない」となるのかもしれません。残念な
ことです。せっかく、がんばろうと思っていても、教室の雰囲気に
押しつぶされてしまうのです。   放課後、学年主任にその日の出来事を話しました。主任から
「どうすれば良かったと思う？」と尋ねられ、「そうですねぇ」と悩
みながらも、あれこれ話をしました。  学年主任は、「例えば、どのように考えて８という答えを求めた
か、みんなで考えるのはどうでしょう。きっと『２＋６をしたんじゃ
ない？』という意見が出て、『計算は、記号をよく見ないといけ
ないね』と担任がまとめれば、『間違いのおかげで気をつける
ポイントがみんなよく分かったね』となるんじゃないかな」と言
われました。  その後、「教室は間違えるところだ」という蒔田晋治さんの詩
を紹介してもらいました。とても気に入ったので、自分の教室の
壁に掲示しておきました。  


